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こ
れ
ま
で
、あ
ら
ゆ
る
生
物
は
生
息
す
る
環
境
に
適
応
す
る
た
め
に「
進
化
」し
て
き
ま
し
た
。

　「
進
化
」と
は
、生
物
の
形
質（
形
態
・
生
理
・
行
動
）が
生
息
す
る
環
境
に
、よ
り
適
合
し
た
も
の
に
な
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。言
い
換
え

る
と「
環
境
の
変
化
」と
い
う
外
部
か
ら
の
要
因（
ス
ト
レ
ス
）が
な
け
れ
ば「
進
化
し
な
い
」と
言
え
ま
す
。

　
環
境
が
変
わ
る
こ
と
は
、決
し
て
悪
い
こ
と
で
は
な
く
、自
分
た
ち
が
変
わ
る（
進
化
す
る
）良
い
機
会
だ
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
環
境
の
変
化
を
素
直
に
受
け
入
れ
、考
え
方
を
改
め
る（
心
が
変
わ
る
）と
、今
ま
で
や
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
な
ど
自
分

た
ち
の
行
動
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
行
動
が
変
わ
る
と
、習
慣
も
変
わ
り
ま
す
。

　
習
慣
が
変
わ
る
と
、今
ま
で
の
考
え
方
も
行
動
も
変
わ
っ
て
い
る
の
で
、人
格
が
変
わ
る
は
ず
で
す
。

　
自
分
の
人
格
が
変
わ
れ
ば
、自
分
の
運
命
も
変
わ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　『
心
が
変
わ
れ
ば
行
動
が
変
わ
る
。行
動
が
変
わ
れ
ば
習
慣
が
変
わ
る
。習
慣
が
変
わ
れ
ば
人
格
が
変
わ
る
。人
格
が
変
わ
れ
ば
運
命
が

変
わ
る
。』

　
こ
れ
は
、ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
哲
学
者
・
心
理
学
者
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
言
葉
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。他
に
、ヒ
ン
ズ
ー
教
の

言
葉
と
も
、ガ
ン
ジ
ー
の
言
葉
と
も
、マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
言
葉
と
も
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
考
え
る
と
、新
型
コ
ロ
ナ
禍
が
与
え
た
影
響
は
、私
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
分
水
領
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、萎
ん
で
し
ま
う
の
か
？
そ
の
逆
境
を
バ
ネ
に
、大
き
く
飛
躍（
進
化
）す
る
の
か
？
そ
れ
が
正
に
、今
、

問
わ
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
A
I
時
代
が
到
来
し
、社
会
や
環
境
は
ま
す
ま
す
ス
ピ
ー
ド
を
速
め
て
激
変
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
、現
状
に
悲
観
す
る
こ
と
な
く
、環
境
の
変
化
に
対
し
て
、勇
気
を
持
っ
て
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、自
分
の
人
格
と

運
命
を
変
え
る
よ
う
に
精
進
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、前
向
き
な
気
持
ち
で
明
る
く
元
気
な
心
で
、良
い
習
慣
を
身
に
つ
け
て
、良
い
人
生
を
歩
み
た
い
で
す
。
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「
進
化
す
る
」と
い
う
こ
と



伊東：　今年4月に行った印刷経営革新塾
の第1回がいきなりの合宿で、塾生の皆さん

には企業理念やミッション、ビジョン、コアバ

リュをとことん考えたうえで、経営者としての

決意表明をしていただきました。短時間で

はありましたが、非常に内容の濃い合宿と

なったと思います。これまで受講されてきた

皆さんの入塾の動機や率直な感想を含め、

今後の自社事業についての想いを語ってい

ただきたく思っています。では最初に現在、

常務という立ち位置で兄の社長を陰で支え

ている恒元さんから順にお願いします。

恒元：　弊社は東大阪市長田に本社を構え
ています。父親が製版業として創業し、18年

前に菊全判の4色機を導入したのを機に、

一般商業印刷物をメインにした業態変革を

行いました。特徴としては環境配慮型印刷

と自社商品の開発に力を入れているところ

です。

　印刷機は全台、有機溶剤を含む湿し水を

使用しない「水なし印刷」を採用、FSC認証

も取得し、環境に優しい印刷物を提供でき

る生産ラインを構築しています。また数年前

から自社商品として「抗菌折り紙」を

Amazonなどネット通販中心で販売を開始。

また今年から新商品として「大人のぬり絵」

の販売をスタートさせ、両製品とも徐々に認

知度が高まりつつあります。

　従業員が32名と小規模なので、兄が社長

で営業や財務を担当、私は常務として製造

現場を中心に品質や生産性の改善に努めて

おり、二人三脚で経営を切り盛りしています。

　ずっと社長である兄の大変さを、兄弟で

ある私が感じきれていないようなモヤっと

した気持ちがしていて、この革新塾に入ろう

と決意しました。

金光：　大阪市平野区でシール印刷を中心
とした従業員22名の零細企業です。創業か

ら50年を超えていますが、9年前に法人化

したタイミングで父親と社長交代を行い、

つい先日10期目に入りました。私も恒元さ

んと同じで印刷現場を長く経験していまし

たが、昨年頃から印刷オペレーターが充実

してきました。自分たちで考えて動く能動的

な組織づくりを目指して、いまでは現場から

あえて距離を置いているのが現状です。

　印刷業は厳しいといわれるなかで、シー

ル印刷はどちらかいうと堅調な企業が多い

方だと思っています。私は会社が危機的状

況になってから業態変革を考えるのではな

く、ある程度余裕のあるいま、事前に考えて

おくことが経営者の役割だと考えています。

経営者は優れた能力よりもリスク回避への

準備を怠らないことが重要と考え、この革

新塾へ入る決意をしました。40代という年

齢制限もギリギリだったので、反射的に申し

込みしていました。

松井：　大阪市生野区で軟包材やパッケー
ジデザインから印刷までを請け負う、創業

65年の企業です。社内で完結できる業務は

少なく、ほぼ協力会社さんと協業しながら

顧客要望に対応しています。クライアント

が数社と極端に少なく、そこが欲している

ものをいかに早く正確にお届けすることが

できるのかが、弊社のミッションになって

います。

　昨年、前社長の体調不良で急遽、私が代

表を引き継ぐことになりました。パート含め

10名ほどの小さな会社ですが、この革新塾

を機にしっかりと経営の基礎を学びたいと

思っています。

谷口：　大阪市福島区で伝票印刷を中心と
した事業形態で、今年で創業100年を迎える

ことになります。私は大学卒業後、修行を兼

ねて谷口印刷とは別の印刷会社で5年間、組

版オペレーターを経験し、父親の会社に入社

しました。4年前に代表権を父親から譲り受

けましたが、日常業務は営業から総務、デリ

バリーなどすべてをこなし、データの修正も

簡単なものなら自分でこなす日々です。

　私は革新塾のメンバーのなかで、一番計画

的に事業承継が進んだ方だと思います。ただ

私自身の気持ちというか想いというか、経営

自社紹介と入塾の動機について

企業理念の熟考からスタート。
仲間とともに超越経営者への第一歩を踏み出す。
経営者とはどんな人かと聞かれ、漠然と「その会社で一番偉い人」と答える方がいますが、
最もふさわしい回答として「経営判断の最終責任者」が妥当といえます。
今年の経済財政白書では日本経済は「デフレ脱却のチャンスが訪れている」として、
物価や賃金の持続的な上昇に向けて労働者の生産性や、企業の収益力を高める重要性を
指摘しています。大きな決断に迫られる経営者はいま、企業の舵取りをするうえで
自覚と覚悟、責任を果たす行動が求められています。

そんな令和時代の若手経営者の育成を目指し、
大阪府印刷工業組合（以下、大印工組）経営トランスフォーム委員会では
１年間かけて本気の経営を学ぶ「印刷経営革新塾」をスタート。
2023年度の第1期生は10名が入塾し、現在は超越経営者として学びの真っ最中です。
今回の巻頭特集では経営トランスフォーム委員長の伊東裕二氏をファシリテーターに
5名の塾生と行った座談会の様子をお伝えいたします。

印刷経営革新塾レポート Vol.3

㈱サンセイ 代表取締役
伊東 裕二

㈱恒和プロダクト 常務取締役
恒元 宏信 （44歳）

㈱丸紀印刷 代表取締役
金光 雅志 （48歳）

㈱サンエス印刷所 代表取締役社長
松井 和英 （42歳）

谷口印刷㈱ 代表取締役社長
谷口 和宏 （43歳）

なんば機械㈱ 代表取締役
難波 秀道 （42歳）
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谷口：　もうすぐ創業100年になるのに、私
が社長に就任するまで企業理念はありませ

んでした。企業の背骨となる企業理念は必

要だと分かっていたので、社長就任の1年目

に企業理念を作成しました。その時は一生

懸命考えて作ったつもりでしたが、革新塾

の合宿で「自分の想いがない」と気づかせ

ていただきました。4年前に作った企業理念

は絵に描いた餅で、企業理念を作るという

ことが目的になってしまっていたんです。

　週末の合宿を終えて、翌日の朝礼で早速

全従業員の前で新しい企業理念について

話をしました。普段は淡々と朝礼に参加し

ている父である会長も、その時は真剣な

眼差しで聞き入ってくれていたように思い

ます。

　新しい企業理念には、従業員を含めたす

べてのステークホルダーを幸せにするため

の私の想いを言葉として散りばめました。

当たり前の話ですが経営理念は作って終わ

りではなく、共有する努力や言い続けること

が大切という話をしました。朝礼を聞いた

あと、私を見る従業員の目が明らかに変

わったように感じることができました。

松井：　私は企業理念がない状態から合宿
に参加したので、合宿の2日間は正直言って

大変でしたが、達成感のある有意義な合宿

だったと思います。何とか企業理念を完成

させたつもりですが、まだ自分のなかでこ

れが自分の想いなのか、もっとブラッシュ

アップできるんじゃないかという気持ちが

あり、まだ社内で発表していません。絶えず

頭の隅に企業理念を置きながら、この革新

塾が終わるまでじっくりと考えていきたいと

思っています。

者としての熱い想いが持てていないな、と

ずっと自問自答をしていました。この革新塾

で出会った仲間同士で時間を共有すること

で、自分の気持ちに変化を与えたかったと

いうのが入塾の理由です。

難波：　大阪市東成区で印刷機械とその関
連機械の買取・販売と修理を生業にしてい

ます。従業員は5名と少数精鋭のなか、私は

営業活動を行っていました。昨年の9月に

父親から代表権を譲り受けたこともあり、

経営を含めた経理・財務の勉強をしている

タイミングで、「組合で印刷経営革新塾がス

タートする」という情報を聞きつけ、藁にも

縋る思いでこの経営塾に参加させてもらい

ました。

　お恥ずかしい話ですが、私は入社以来、

前社長の父親との関係があまり良くなく、言

葉を交わすたびに二言目からは喧嘩になる

ような状態でした。昨年の9月に父親と事業

承継の件でまた口論になり「社長をやれる

もんやったら、やってみろ」という売り言葉

に買い言葉で、代表交代という事態になり

ました。そんな経緯があるので得意先や金

融機関に代表交代の挨拶に父親と一緒に

行ったことがありません。自社株もまだ父親

絵に描いた餅の企業理念は誰の心にも響かない

同期という仲間が最大の財産に

伊東：　皆さんご存じのとおり、この革新塾
は来年の3月に経営計画書を作成すること

がゴールに設定されています。現在はマー

ケティングを学びながら社会動向を理解し

たうえで業態変革や新規事業を考えていく

カリキュラムが待っています。財務会計を

しっかり学んだあとの11月には第2回目の

合宿でスキルや経験を最大限に活かして目

標を達成できるチーム作りを目的にチーム

ビルディングを行います。補助金申請に役立

つ講義も用意していますが、その中で期待

していることはありますか。

金光：　私の入塾のきっかけは先述した
「いい時に準備をする」こと以外にもうひと

つあります。9年間社長として事業を切り盛

りし、売上も順調に推移していますが、私が

居なくなったらこの会社はどうなってしま

うのか？私が元気なうちに次世代経営者

を育てていくために必要なスキルの基本を

自ら学びたかったことが挙げられます。

　今後のカリキュラムについて何ら異議は

ありません。経営者という同期の仲間がこ

の革新塾でできたことが大きな財産に

なっていると私は思います。何か壁にぶつ

かったときに気軽に相談できる仲間がで

きたと、谷口さんが言っていたように、この

10人の仲間が切磋琢磨して新たな印刷業

界を担う超越経営者になれればと思って

います。

座談会を終えて

伊東：　この印刷経営革新塾のスタートは、
前述にもありましたが４月に企業理念を考

える合宿から始まりました。その合宿でのエ

ピソードなのですが、初日、皆さんで夜8時

までみっちり講義を受けたあと、講師も交え

て懇親会が行われました。しかし、塾生には

次の日の朝8時からの講義スタート迄に、再

度企業理念を熟考し、見直して、大きな紙に

清書をして教室に張り出しておく、というミッ

ションが与えられました。

　懇親会もそれなりの時間まで盛り上がり

ましたが、そこから塾生は各自部屋に戻り

ミッションに取り組みました。中には一度仮

眠をし、朝４時に起きて考え直したという人

や、受験以来に頭を使ったという人までい

て、ど真剣にこのミッションに取り組む姿勢

がありました。それこそ皆さん必死のパッチ

でした（笑）。私はその姿を見て、このような

経営者の会社には、明るい未来が必ずある

のだろうなと確信を持つことができました。

　今回の座談会では、皆さんそれぞれの会

社環境のなかで、それぞれの課題を抱え経

営に取り組みながら、少しでも会社を良く

し、業績を伸ばしたいと考えていることが分

かりました。

　今の時代どのような会社でも潜在的に『何

かしなければ』と思っているに違いはありま

せん。今回参加の皆さんはその一歩を踏み

出し、何らかの知識やヒント、仲間を得るた

めにこの革新塾に参加してくれたのだと思

います。その期待に応えられるよう我々運営

側もやっていきたいと思っています。

　この経営塾は継続事業として次年度以降

も開催されると思います。ぜひ多くの組合員

の皆さんにご参加いただきたいと思ってい

ます。

　最後に今回『印刷経営革新塾』という経営

を考える機会を与えていただいた浦久保理

事長はじめ大印工組、そして何よりご参加い

ただいた第1期塾生の皆さんに感謝したい

と思います。

が100％持っている状態なので、この状態を

打開したいという想いも、入塾へ背中を押

された要因です。

伊東：　今日参加の皆さんのなかで、金光さ
んが社長になって9年と最長で、他の方は経

営に携わって1～3年位とのことですね。各

社の事業承継の仕方もさまざまですが、ご

親族でもないにもかかわらず、創業者であ

る前社長が体調不良を理由に事業承継を果

たした松井さんに、その詳しいいきさつを

お伺いします。

松井：　前社長の高齢化に伴い、事業承継
について2021年に社内で協議するようにな

りました。そこで親族でもない私に白羽の

矢が立ち、5年計画で事業承継するというこ

とになり、翌年には取締役に就任しました。

取引先や金融機関をはじめとするステーク

ホルダーへ前社長と同行しながら、徐々に

経営を引き継いでいく予定でしたが、前社

長の行動に違和感をこの頃から感じていま

した。物忘れが徐々にひどくなってきてい

ると…。

　最初は加齢による物忘れだろうと思って

いましたが、徐々に得意先との約束まで忘

れだし、業務に支障をきたすようになり、医

療機関で認知症と診断されました。会話が

成り立たない、自宅の鍵をなくすなど症状

は悪化するばかりで、社長交代を迫られま

した。

　それまで自社の決算書も見たことがない

私に、いきなり「社長」というバトンだけが

落ちてきて、このタイミングで社長を引き受

けるのか相当悩みました。税理士や金融機

関、顧客にも相談できるところに話を聞い

てもらった結果、4年前倒しで社長を引き継

ぐことを決意しました。

伊東：　認知症は本当に他人ごとではな
い、ということがよく分かりました。超高齢化

社会の日本では、認知症は避けて通れない

疾病なのかもしれません。認知症と診断さ

れた時点で銀行口座は凍結されることをご

存じない方も多いのではないでしょうか。頭

が元気なうちに事業承継を計画的に進めて

いただければと思います。

　では2つ目の質問に入ります。第1回の合

宿で皆さんには企業理念を作成していただ

きましたが、その後、自社に持ち帰ってどの

ような変化があったのか。谷口さんと松井

さんにお願いします。

印刷経営革新塾レポート Vol.3
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そのほか、紙幣の真ん中、丸い部分は
紙の厚さを変えた「白黒透かし印刷」
になっておるし、肖像画や額面の文字は、
コピー機でも再現できない「超精密文字」や
コピーしたものだけに現れる
「隠し文字」なんかもあるぞ。

前回の変更は2004年、
その前の変更は
1984年じゃったから、
20年ごとにデザイン変更を
行っていることになるな。

すご～い！

さっすが～！
ニセ物は断じて
許せないわね。

ねえねえ、
今度お札のデザインが
変わるってホント？

でもどうして定期的に
デザインを変更する
必要があるの？

ホントだ。ざらざらした感触で、
さわっただけでも本物と偽物の
区別がつきやすいわ。 お札をコピーして使おう、

なんて悪いことを考えても
すぐにバレてしまう
という訳ですね。

それは絶対いかんぞ！
というか、今のお札はすべて
コピー機で複写しようとしても
できない仕組みになって
おるのじゃがな。

もちろん今度発行される
新しい紙幣にも、最新の技術を
投入した偽造防止対策が
とられるのですね。

たしか、2024年の
上半期というから、
来年の4月以降だね。

なんせ、日本のお札の
印刷技術は世界トップレベルだと
言われているそうですね。

そうそう、たとえば今の福沢諭吉の1万円札は
表面だけで、深凹版（ふかおうはん）で２色、
地模様などで12色も使って印刷しておるぞ。

この、「深凹版印刷」は、
普通のオフセット印刷などとはちがい、
インキを高く盛り上げる
特殊な印刷方法で、偽造に対して
特に有効なのじゃ。

財務省によると、
主に偽造防止対策の強化、
つまり偽札作りを
防ぐためだそうじゃ。

そのとおり！ たとえば、
肖像画の右側に入っている「透かしバー」、
左下部の角度を変えると見える色や形が
変化する「ホログラム」、紫外線を当てると
発光する「特殊発光インキ」、角度を変えると
ピンクに浮かびあがる「パールインキ」、

印刷のエキスパート。趣味は、街に
あふれる印刷物を収集すること。

ペーパー博士の孫娘。印刷（プリント）
に興味津々。大好物はプリン。

書体が大好き。特技は、文字を見ただ
けでフォントを言い当てられる。　
　

紙幣の印刷第40回
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第50回 新物故者慰霊祭ならびに納骨者・業界物故者 追悼法要

　高野山印刷産業人納骨塔奉讃会（浦
久保康裕会長）主催（協賛／大阪印刷関
連団体協議会）による恒例の「新物故者
慰霊祭ならびに納骨者・業界物故者追悼
法要」が８月１9日（土）、高野山印刷産業
人物故者納骨塔前において厳修された。
　当日の高野山は朝から肌寒く、時間が
経過していくにつれ太陽が出てきて照り
つけるなか、本年度は建立50周年の節目
の年になる法要となり、関連団体代表者を
はじめ、遺族、一般参拝者など、およそ２００
名が参拝に訪れ、納骨塔内で安らかに鎮
まる故人の冥福を祈るとともに、遺族の

安泰と印刷関連業界の加護を祈願した。
　大阪印刷産業人の拠り所である高野
山大霊園の印刷産業人物故者納骨塔
は、大阪印刷関連団体協議会加盟の団
体が一体となり、昭和48年８月20日に
建てられ、その日に開眼大法要が営まれ
た。以来これを記念して、毎年８月20日
前後に「慰霊祭ならびに追悼法要」を執
り行っている。
　法要開始の午前11時30分より高野
山青巖寺の副住職・髙井知弘様を導師に
高僧の方々が入場。厳かな雰囲気のな
か読経が開始された。

　その後の浦久保大印工組理事長の追
悼の辞では、「大阪印刷関連業界が今日
あるのは、物故された方々の偉大な功績
によるものである」との感謝の意が述べ
られた。あわせて、「納骨塔の側面や屋根
のひび割れ、排水工事など、修理を重ね
ているが、いずれは納骨塔全体の大規模
修理を行う必要がある。今後も、この立
派な納骨塔を維持し、この追悼法要を守
り続けていくうえで、浄財としてより一層
のお供え、寄付への協力をお願いした
い」と呼びかけた。

（報告／大印工組事務局）

印刷産業人物故者納骨塔
「建立50周年記念大法 要」 に約200名が参列



　広報渉外委員会では2023年度より、SNSなど情報発信の専門家である
スポットライトの山下氏にサポートいただきつつ、大印工組のSNS立ち上げ
について協議を重ねてまいりました。
　そしていよいよこの10月より、運用を開始。名称は、Instagramをモジって
「インサツグラム」としました。今後は、InstagramとX （旧Twitter）を活用し、
より多くの人に印刷の価値「+α」を発信していけるよう、精一杯取り組んで
まいります。どうぞよろしくお願いいたします。

を合言葉に、
印刷＋α（価値）を発信

　「インサツグラム」立ち上げの目的は、1社単体（One Team）では
なく、業界という大きな輪（Our Team）で力を合わせて業界全体を
盛り上げていくのが狙いです。各社単体でSNSを発信されています
が、成功している例は非常に少ないのではないでしょうか。
 　各社のSNSご担当者は反応が少ない、本当に見てもらえているの
かと不安になり、モチベーションが低下していき、更新が途絶えていく
ケースが見受けられますが、「インサツグラム」と貴社SNSがタッグ
を組んで突き進んでいければと考えています。

一番の目的は 
One Team から
Our Team へ

point 1

　普段の何気ない暮らしのなかで気づいた価値「+α」を
中心に、MUDの技術や作品、GP認証やJPPSなどの認証
制度を絡めながら発信していければと考えていますので、
フォローいただければ幸いです。
　もちろん大印工組加盟企業の仕事につ
ながる、きっかけになるような投稿もして
いければと思いますので、発信してほしい
リクエストや、自社の得意技術（価値）など
ございましたらお申し込みください。

日常に溶け込む
印刷＋α（価値）を発信

point 2

　印刷業界を盛り上げていくためには、業界全体としての発信
が大切です。これから印刷のことをもっと知ってもらいたい人
への発信と、組合員企業アカウントとの交流をはかっていきた
いと思います。
　相互フォローを希望の方は、「インサツグラム」
のアカウントをフォローのうえ、右記QRコード
より「インサツグラムOur Team」へお申し込みく
ださい（但し対象は組合員企業の公式SNSのみ）。
順次、フォローバックしていきます。

「インサツグラム 
Our Team」を募集

point 3

X（旧Twitter） Instagram

運用について
「インサツグラム」のアカウントから発信された投稿に、ぜひとも「いいね」やコメントなどをしていただけると幸いです。また、こち
らからランダムに、組合員企業の皆さんのアカウントの投稿に、「いいね」や「リポスト」をさせていただくこともあります（上記QR
コードからお申し込みいただいた企業に限ります）。
ご不明点や、ご質問などがありましたら、大印工組 事務局の大喜多までお問い合わせください。［Tel. 06-6353-3035］

山下氏（前列左から2人目）と広報渉外委員会のメンバー

◎スポットライトの山下氏は、SNSに関するセミナーやスキルシェア、
ホームページ制作や印刷物など、ヒト・モノ・コトにスポットライトを
当てて、商品やサービスの魅力を必要な人へ届けるお手伝いをされて
います。

紹介投稿
申込フォーム

広報渉外委員会からのお知らせ

相互フォロー募集
申込フォーム
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地域共生委員会からのお知らせ

クリエイターが印刷会社を見学＆
積極的な意見交換を行いました
　「ペーパーサミット2024」では「印刷会
社とクリエイターの絆を深めよう!」の
テーマのもと、クリエイターがそれぞれ
の印刷会社の特徴や設備などへの理解
を深めたうえでのコラボ・マッチングが
できるように、初の試みとして【ペーパー
サミット2024 見学・ブレスト会】を行い
ました。

◆参加企業
⑴ 株式会社丸紀印刷
⑵ ホウユウ株式会社
⑶ 白石封筒工業株式会社
⑷ 有限会社サンクラール
⑸ 旭紙工株式会社
⑹ 株式会社新聞印刷
⑺ 田中手帳株式会社
⑻ 作道印刷株式会社
⑼ 谷口シール印刷株式会社
⑽ 大阪シーリング印刷株式会社
の計10社が参加しました。
　各社の設備や特徴を印刷会社が説
明。その後、説明を受けたクリエイターと
のブレーンストーミングで活発なやりと
りが行われました。新たなコラボが生ま
れることを期待させる取り組みとなりま
した。

ペーパーサミット2024の
参加エントリーについて
　ペーパーサミット2024のエントリーを
受付中です！オリジナルの新商品を作り
たい・既存商品をブラッシュアップした
いなど自社の設備や個性を活かした新
事業をお考えの組合員様、自社商品を
販売したい・ワークショップなどで自社
をアピールしたい組合員様を大募集し
ております。
　お申し込みは右記ＱＲ
コードの所定フォームか
らお願いいたします。

ホームページで随時
情報発信しています
　公式サイトでは、
∇イベントの詳細情報
∇昨年の会場の様子やコラボの実例
∇よくある質問
∇今後の予定
などの情報を随時発信中です。
　参加の可否や商品開発、クリエイター
との仕事の進め方・契約方法などに迷っ
たときには参考にしてください。
　皆さま、ペーパーサミットにぜひご参
加のほど、よろしくお願いいたします。
（報告／ペーパーサミット実行委員会）

【ペーパーサミット2024 見学・ブレスト会】を開催！

株式会社丸紀印刷 ホウユウ株式会社 白石封筒工業株式会社

株式会社新聞印刷 有限会社サンクラール 田中手帳株式会社

「ペーパーサミット」公式サイト https://paper-summit.com/
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筆者プロフィール
高岩進一
印刷会社専門営業支援サービス   P-FREE（ピーフリー） 代表
印刷会社６社、デザイン会社１社にて、計27年超の勤務経験あり。
印刷機オペレーター、グラフィックデザイナー、新規開拓専門営業、
営業支援部門リーダー、役員（取締役営業部長、専務取締役）まで経験。

代 理応対者攻略法（一例）
　新規開拓営業活動の初期には、残念ながら、発注権を
持ったキーパーソンに直接アプローチできるような機会
はほとんどありません。受付電話を突破できた場合も
大抵は来客対応担当者の方が代理で応対してくださる
パターンになります。そのような場合には、代理応対者
の方にキーパーソンに名刺や営業ツールを渡してもらえ
るよう依頼します。ただし、その際にも、次に繋げる目的
で、代理応対者の方に対しても、口調・表情にも神経を
使い、悪い印象を持たれないよう、充分に注意しましょう。
そして、代理応対者の方に、お礼として、できるだけ実用
性の高いノベルティグッズなどを進呈します。
　ノベルティグッズの進呈は、返報性の法則を活用した
もので、人は相手から受けた好意などに対し「お返し」を
したい（心理的な負荷を軽減したい）と感じる心理状態
になることが多いためです。そして、これがうまく作用
し、好印象を得られていることが確認できれば、次の段階
として、「複数人で訪問する」「デザイナーと訪問する」
「部長や役員クラスの上司や年配者と訪問する」など
して、相手先が無下にしにくい状況を作り出すことで、
代理応対者の方を突破して、キーパーソンへの直接アプ
ローチを叶えましょう。

ア ナタが選ばれる理由は？
　某大手牛丼チェーン店のキャッチコピーに「うまい、
安い、早い」というものがありますが、これを印刷業界
に置き換えますと「うまい＝品質」「安い＝価格」「早い
＝納期」ということになると思います。そして、数多の
競合他社の中から、アナタが選ばれるための差異化要素
を作り出し付加価値を生みやすいのは、どれでしょうか？
まず、「納期」と「価格」に関しては、極端な短納期化や
低価格化は低品質化をまねく危険性が高く、これを突出
した差異化要素とすることは、おすすめできません。と
なれば、残るは「品質」ですが、もはや製品自体の品質に
問題がないなどということは当然であり、そうなれば、
『営業担当者の対応の質』を品質面の付加価値として、

差異化要素を生み出すしかないでしょう。だからこそ、
今、『アナタの営業担当者としての対応力』が問われる
のです。そして印刷会社には、決して個人任せにしない
『組織としての』印刷営業パーソンの対応力の鍛錬が最
重要課題であり急務なのです。

受 注よりもファン化を !
　キーパーソンへのアプローチが叶えば、「一刻も早く
何か受注を！」と焦ってしまうのが営業パーソンの性
でしょう。しかし、まずは、信用・信頼を得るために、
自己・自社紹介ができる機会を得て、キーパーソンに
アナタと自社を充分に知ってもらい『ファンになって
もらう』ことを最優先課題としましょう。
　新規開拓営業先からの印刷物は、基本的にはすべて
オーダーメイドのため、発注者側からすれば、やはり
大きな不安があることでしょう。その不安を取り去る
ことは、一朝一夕には無理があるのは当然です。まず
は、キーパーソンとの心理的な距離を縮めることを目標
に、キーパーソンの『良きブレーン』となることを心
がけましょう。
　そして、その次の段階として、情報収集のための
ヒアリングを行いますが、その際には、くれぐれも
失礼のないよう、不快感を与えないよう、周囲の状況
（特に同業他社の存在）にも留意してください。ヒアリ
ングの内容としては、「案件名」「案件数」「発注時期」
などから、その詳細を深掘りしましょう。その際、
「ニーズ」「悩み事」はもちろん「既存出入業者情報」
まで聞ければ、ほぼ 100 点ですが、さらに踏み込んで、
先方の潜在的なニーズや問題に対しての気づきまで
提供できれば、早期に『ファン化』達成となるはずです。
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INFORMATION
【新入会員】
■㈱伊藤重量（東支部）伊藤忠 代表取締役
〒570-0043 守口市南寺方東通り1丁目4-1
ＴＥＬ：0６-7163-3776／ＦＡＸ：0６-7163-3776

【代表者変更】
■日本印刷出版㈱（福島支部）新社長に和田雅樹氏が就任
■デュプロ㈱市場開発グループ（南親支部）新社長に小川正人氏が就任

事業予定

本　部

10月16日（月）18：00～ 大阪印刷会館
事業承継委員会

10月17日（火）15：00～ オンライン講習
日本印刷個人情報保護体制認定制度（ＪＰＰＳ）更新講習会

10月17日（火）18：30～ 大阪印刷会館
地域共生委員会

10月18日（水）18：00～ 大阪印刷会館
組織共済・支部サポート委員会

10月19日（木） 茨木カンツリー倶楽部
大阪印刷産業人ゴルフ大会

10月19日（木）18：00～ 大阪印刷会館
印刷経営革新塾

10月3日（火）18：00～ 大阪印刷会館 
総務特別委員会

10月3日（火）18：30～ 大阪印刷会館 
大青協定例会

10月10日（火）18：00～ 大阪印刷会館
広報渉外委員会

10月12日（木）18：00～ 大阪印刷会館
ＣＳＲ推進委員会

10月13日（金）
印刷文化典広島大会

10月14日（土）
全印工連フォーラム（広島）

10月21日（土） 和歌山商工会議所
全青協近畿ブロック協議会

10月24日（火）18：00～ 大阪印刷会館
経営トランスフォーム委員会

10月28日（土） 森と川のBBQフィールド
第1回 大印工組バーベキュー大会

10月23日（月）18：30～ 東和支部事務局
東和支部 三役会

支　部

※記載の事業予定については、変更もしくは中止になる場合があります。　※開催場所・時間等の記載のないものは未定です。
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大阪府印刷工業組合 本部・支部だより
QRコードからWEBサイトにアクセスできます》》》

事業報告 事業報告

8月26日（土）9：30～
経営トランスフォーム委員会セミナー 8月24日（木）18：00～

東和支部 東和塾

8月29日（火）18：00～
北親支部 ビアパーティー

8月4日（金）18：30～
生栄支部 ビアパーティー

8月8日（火）18：30～
北支部 第４２回 納涼Beerパーティー支　部

8月3日（木）18：00～
福島支部 ビアパーティー

8月3日（木）19：00～
摂陽支部 サマーパーティー

8月4日（金）18：30～
東和支部 グルメパーティー

8月23日（水）
18：00～

経営トランスフォーム委員会

8月21日（月）18：00～
総務特別委員会

8月21日（月）18：00～
事業承継委員会

8月28日（月）18：30～
地域共生委員会

8月22日（火）18：00～
ＣＳＲ推進委員会本　部

8月1日（火）18：30～
大青協定例会

8月5日（土）・6日（日）
オフセット印刷技能検定実技試験

8月17日（木）18：00～
組織共済・支部サポート委員会

8月9日（水）18：00～
広報渉外委員会

8月19日（土）
11：30～

高野山印刷産業人納骨塔慰霊祭
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（順不同）著名営業案内

（株）NPCコーポレーション

北区天満1-9 -19
TEL.6351-7271
FAX.6352-7479

田 中 手 帳（株）

住之江区平林南 1-2-52
TEL.6681-8648
FAX.6681-0058

寿 印 刷（株）

西淀川区歌島1-4-4
TEL.6471-3434
FAX.6472-9840

富士精版印刷（株）

淀川区西宮原2-4-33
TEL.6394-1181
FAX.6394-1199

カキモト化工（株）

門真市月出町9-10
TEL.6901-3821
FAX.6905-9248

白石封筒工業（株）

東大阪市高井田中4-1-22
TEL.6789-0018
FAX.6789-0028

キ ハ ラ 工 芸（株）

中央区内淡路町2-1-10 
TEL.6943-7955
FAX.6943-7958

マ ツ モ ト（株）

中央区上町1-15-36
TEL.6762-9151
FAX.6762-7292

サン美術印刷（株）

東成区東今里2-15-30
TEL.6976-0231
FAX.6978-2807

レスター工業（株）

中央区糸屋町 2-3-2
TEL.6941-8572
FAX.6941-0781

（株） 一 心 社

天王寺区大道1-14-15
TEL.6771-1121
FAX.6772-6970

内外インキ製造㈱

福島区海老江 8-10-1
TEL.6458-1161
FAX.6458-3808

（株）美 生 社

西成区出城1-7-4
TEL.6647-8555
FAX.6647-3176

（株）フリーテック

天王寺区寺田町 1-3-8
TEL.6772-3300
FAX.6772-6424

（株）ケーエスアイ

西成区南津守7-15-16
TEL.6652-8000
FAX.6652-8894

岩 岡 印 刷（株）

住之江区中加賀屋4-2-10
TEL.6685-5221
FAX.6685-5634

昌   和  （株）

平野区瓜破南2-4-138
TEL.6707-1051
FAX.6790-4072

ウ エ ノ（株）

淀川区西中島7-4-17
TEL.6301-1555
FAX.6301-1557

青 葉 印 刷（株）

都島区中野町2-10-11
TEL.6351-5428
FAX.6351-5299

大 興 印 刷（株）
大阪市港区弁天1丁目2番1号
大阪ベイタワーオフィス16階
TEL.6577-2205  FAX.6577-2207
神戸ポートアイランド工場
神戸市中央区港島南町 4-6-3
TEL.078-303-3660 
FAX.078-303-3669

18

東京都荒川区西日暮里5-7-2  Tel 03-6806-7207
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関西営業支社 印刷用紙グループ TEL.06-6363-7184用紙提供：日本製紙（株）

当社A2マットコート紙の関西以西限定銘柄です。伝統技術と長年の経験を継承し、お客様
の声を取り入れながら造り上げた、西日本で最も品質に定評のあるマットコート紙です。シルバーダイヤS

（塗工紙・104.7g/㎡  A/Y〈57.5〉）（表紙・本文とも）

今月号の
用紙

デザイン・制作：（有）ティーズ／印刷：（株）ハラタ

06-6353-3035
大阪府印刷工業組合  担当：大喜多まで

随時受付中

に広告を
出しませんか？

◉労務相談（10：00～12：00、13：00～16：00）
　50分／1人、 先着5名／各開催日
　申込締切：開催日の１週間前

◉税務・法律相談（13：00～17：00）
　60分／1人、 先着4名／各開催日
　申込締切：開催日の２日前

※新型コロナウイルス感染拡大の状況により
開催を中止させていただく場合があります。

お申し込み・お問い合わせ
大印工組事務局

大阪印刷会館にて開催

TEL.０６-６３５３-３０３５
info@osaka-pia.or.jp

各種相談のご案内無料！
予約制 オンライン

（Zoom対応）もOK

労務
相談

【ストレスチェックについて】【残業時間】【就業規則】等
10／27（金）、11／9（木）、11／24（金）

【消 費 税】【税　金】等
11／10（金）、12／8（金）、   1／12（金）税務

相談

法律
相談

労務顧問の中尾文彦先生にご相談ください。

税務顧問の森田昌宏先生にご相談ください。

【版　権】【著 作 権】【事業承継・廃業支援】等
11／15（水）、12／20（水）、   1／17（水）
法律顧問の河端直先生にご相談ください。

組合員［約400社］や外部に向けて自社の魅力をアピール！令和
6年

令和
6年


